
秤 動 臼 砲 の 特 性

(昭和3--年6J!76 受Pt)

水LL,智二郎) Fl下郷jE央

(舛 i(= 電 光 JA所)

1 祥 丁

群別E3抱は1912年に Cornc､11に上って兄UはlL,

lV.la)Lo',G Morr･S2)に.iI)淡Ttされ<以楽.外

国て城-)J測受用として明岡され<おl),nノ卓二でも JlS
淡路 f(48】Cに托用さLt{いる｡･31iI軌招 JとBIるl'1.上

縦 益の外に繋qが 1… 即ち10E;であるLと,推進物
が診てたく.-たした膚丸であることで洗って,教職

の,9.､こと:三脚 の契用A:作よりだれT:しろため.こ欠

FTとたっているが,この戊kL九 三凡て1Jflである.当
所.=El和31年9T7に設援さLLた辞17白色D話‡矩 _̂･渦

窒I併 したのてlJT.こ)±べる.

2 it遁及び軒特性

畑 の肝丘.-JE冠の如く,ナイフエyもて文Llつれ

1=全正JhSCkgの輝 子で.i.'如･=臼I的 iJL･こ

礼.=法案l'_sJE完=3し,JIS殺梅で一三もL5I-悪書℡て

丘操させ.了め転入させた,皿JtlH kh･の耶 弟九

七水平 f]向■こ発射し,宮守JbJの壱生物で受止L')7) -力
日吉蛍を含L･l≡7-日休 ま鐘カに-オ上るか,このときの
7./の妓大内壁を託宿る.全体の柄立を回 目=戻す.
輔九児射時lこ.三日 塩は抜刀えのカセ交 けるh･,その

殻力P.三日抱の中心軸上にあると考えて=いから,支

点とこの申し宅間の馳 '･打車の能 羊の釣亡たる 1rl

封巻尺と折尺て故国粒 し実朝の株31t3 =3Llnで.b

つた+

一弘 二疑 損1の打髭の中･L).二王 良三屯心を積ぷrEl

段上て柑葛頼･S子具 Aの庶であるから.こ丸 まiSと適

期'Iを鼓l守してif昇:可麓である.Tの瑚完.三次の如く
して芹つT=.1魚の目を遠んで戸外 こもる嬉子の何万

に正対し,色々のrF臭.=白線で印をつ.+.支f'の支T?

梓の申LJ_/玉.半だこして,牛iEiSZ五tと見牡し得る艶蟹

の小さな角度即ち で 以下の榊 て自由g;Ljな,させ'=

汚定時の米iKの塁に上る7ル ミニr?一文e'If?巧の

挿Jt.ニ魚tI,できる｡
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から,日収がZL'J絞1･I遠退ナろ坤刃/L代眼てスト ブ

I/ 7ナにTり帝帽:十ろ.沖に托qさは2! l=示す,
代用したスt7'ゥナ1刊 11tf,-=E]作の伽 T=全
だ安和 に上りJjYのLZqL】時rLnロSJL tヽC でI更正し

ただ軒店吟の5分古のTナr?/スのLi托D許当た与
亡.ごりセXぴ,スト 1サー･ナJ,3etr.f'冨コ与三尾抜た

捕 .発作とL.5分のtr7Ll/とつ■二,円J_結果,工芸

lの孟J)である.EF申ltiE)Jrの拙 .ニーAx JJて
^ろb･.星rt･ErP与の7JL-L}ン′LD一二h,≡ /'▲こ

穴下する.Lかしこの蛾 のため一二は タ1比上の75妊

て.tも.

訳 lからFf.TF-した王≡符丁として<.'L'I± 乃L抄J_/柑

Iのて,m当群書実子炎Jセ次式で よI)ち.

'/-2-./tJ

白色所在珪不裟ての丘7:の加止すDTT)tZ.三脚 奴芸

芝JL吉良)qTThの丈京王lTか肖4:EqのEq井せ

9°一11亡m･tC･-セ位相し.Iとして 二.,._≡__cT_セ

1㌢_.二のrLま荊itの支/･と日払中二t二言灯の頁■
a.･h .ニ:亡mに等しくILい.こLLは設Jl不良エゴ t Fl
乙｡こLLはTAtlor)が･)J茨的lここの,RdI_,襲近乃至

-i(せしめんとして玖止したrr脚 迅F:飽 こお.ナる不

一鼓.Eり,蛇介だ1,.班排であ/U,,畑 .こわ.▲そ,この不

一鼓か.和 紀用略 こ集何のを書と7L･4)角正に7il三

すIb.▲三.各種の不一芝の伽EFJZ1け 乙彰一亡臼砲J_,Sttt:

して,これらLニよる兜書J珊 J_･･行った上て た.ナrLl王明

KtでfLl,I.本牧の諸元),I8〉lorのF望みRE鞄のそ

Ilこjtに大2.二元ナ

兼2 *tI口色柄J=

HT節実生 3325kド 1L)-kL,

卵LL 21且 165bkg l'/.LIkEE

女神瓜 IJt心WE三Jt 2.6944111 25658m

相当Dtb1-r此 3日23111 コr)4lJT

支持瓜軸 rLq変事 3(18TrL 二二3m

-1始点の月りのtttlkli ､J97ek¥が

丑 斯 I 3･n28秒
梢/PPIセ侶 :使用して1､+=雌 の,ち,PtB!虹 晩

のFHPTとJ_,A31こ示す.

この雌 のノ､ラy十.ま何に血Egナ7J.I/_/FW 十るこ
と.三甚だ紺 {･,J=妃の不一汝が雌 の一つでもろ可

氏姓か光介 考えられると75に止まる.lpJLL'こしても

dl大I=電沖で ま11:く.舛lll上.-温石EJ旭て.きる耗栗を
私 二Jj九ていろ.

兼3 gi七日血tthの舟秋作

(FFl申32qi7Tl2'F)

TNT ▲ F(ご P,6号芯thlて屯嘘

▼ < 白也 のフレ U

Oc芋と !-●ニ5.5/ 古ホ■モ H..

次に五平tLTS巴o) つ.E;[のiLL三文かrLrのFEt

IセRめろ'しめ'こ,tLi子の真如 ･ら=詑三lem のJlt

-こfJL-■-k の折 苛セナi'.二月.IL.FtU吉原T'iz

渦召した 九･.正指先なま1.こ荒 す .

茨4 fNti･肘)!=稚ITの退rIl定

1巴書号 ､.Jltqのストタブゥミフナの3t･-A
2′<9.9p'

コ′49 9′-

3 2'19 5'
1 こ<,y′

沖を鼓す )ハ時'･' ス ty-/ウ ･ ツナの3tふ
l こ｣ ･.'599り

lL'亡" 9-59a′′

(oI粒太iA1.4nC 小つ)

洪一こ庶ナ上)に,ス ト 7'ゥ十ナナも(LGBLJ.こtRiZ'し

た｡以下から双lbf.辻附'J'ほ3.399j:L̂D3]抄であり
相当輯巧丁長 rは 二郎 -i:LLぐmである.

匁J*'JLの壬Jiセ支Llから)の所に附加す,-Jここ.ここ

rI.支点放心Wj･TEZt.三Jlb･ら/.′-I.文土ミV から
.lIT′Ilに封 とするから.JI･iil.r芯柑

/JLlk(Jl-/l')i(/J'-J̀) (1)

またtEl性酌 の耳化カら

(lJ+JII)A/7-1I(i,-+(/I-̂ ')7J

十J,Ellr"'十(ll'-LL)'1 (2)



281 エ ヌ 大 月 嘉 余 法 事=J等 群 .''宍

k tiTfiSの毛心の摺りのtB姓SL.'耳のBJ?長さ

上′ 同上 持し取分を附した吐合のもの

k̀′ 7rt建白JJの花心の担りの畔地能率の釣･?

長 さ

なお,∫,/Z,A.rLnの幌院式として次の.'式J,収 立つ｡
llz-A=+Jtt (3)

PA′-Vz+ I/Z (i)

･｡讐 諾 ㌍ (5)

E!軌三対称性IJ'･よいのて,▲′′はⅦ恥こi.野さLl.

kJ'2-583mlと強められる.契淵Mな く5)式に代入
して

IL=2612:土6Icm

方.得らLtた.上記の..･蔓.三_Vの屯貫..L笠を考'lbとき

の長大誤整てある このAの班女用いろ二,tlu子の-i:

瓜の担りのtn雌 羊 7-1L/Aは 三197=5▲ksが と>=

る｡

3 発射時の運動解析

発射時の希謎の速戦;里鑑は,現在で.まql子や計il汐

を用いてu度よく澱窪抄l完るが.ここて.ミllbl】L=nLih:i
社製FaStaZ市道資力Jラ-C搬 LJこIるTnm つ′/･ふ
.-_こってぎi正した.この幼含ふ 謀t-つlヨ冨J,14{るこ
英二.きt?のft1--･な全棚 にtZ!出占て有TTて九も.

浪彰達彦.三七._カ コマ/容態丘.講述空1ノラ書同
TTt-Xフイルムを ASA I,(氾〕電圧.こjl悪習伸して用

いた｡-iWL/牢Y!:1互ひBに封 ~.
.Jは枚ダイナIIイtの場合で,木耳から紗 したも

の,RはT:11 の敏合で,斜め前方から放 し1.ち

のであろ.T:tIT の横合1r=.ま倭蝶の■こめ.初物 九

遠軽b-tか重出宗血ことが判る.馳 ･モス雷管■二上り

楼発すると.まづ冨菅野か LからガスJJ'項出し,汰･･
･C茅丈が#次加謹書tt,神山さiLてくる｡このとき也
と弊丸との1三感 こりのガス洩Ll.主計んとZ;カらLLTこ
い.葬九の穣面Z5'･E5ロをAELtると正ち.二大丘のカスが

88万に笥出し,発句にヱつてはこれがgP_5(とiB合し二
次性妖t,する｡市丸は水平方向に殆んど一定避妊て安
定に創出されている｡

其横から並影したネガフィルムで1I.∝ぐmln士{詐】

定できる脚 色功をf臥･,院御 指から軸九Åひ

抱まで･の耕 せお安し.こらの時rm 化i/凶元いこ
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F ~ ~~

た
C
沌色丸帯
.
】堅
.
{イナて/ト,
TヽTの1藍の茶

に対する〆ラフをFS2.1.4'こ,
TTr.
上方5:帝兎の歩だ量SZ,
下IJ5包乃そ･,
て'>･,1.
i

G三秒だ長方て,
6這告辞の尺空.土葬九のそれのl
t話

にtと大して:bる,
持たは大方7イ//ムの
EJL=7よI)

の=7むであそJ
考えlニ貯十ろ再思免t.
7ちtlL監抜

上一二g.
り,この点旗.三尊九退庁の遵茄色火実のJA台

を恥､て.
軟好に上る心の1陪他.こ-d
Bうち

はづれていることが富めらLる｡
卓抜のT7Ai放瀬たち

葬九適政tlを求めると,
罰さの葬ITf.こ
衣一十ものZ:ri

石｡
白色については毘'JモI'lがハテクか,L
tt挨f仰二分叶

】している｡接の太さは終々′:クツ･B7)大きさを元ナこの相手1から)f:めた臼砲沌姓IJf胡JD耶_行.こ77-i
す
｡

_ - _ _⊥ 遇 _笠 二 二T竺 プ 重
きも辻ま で･rTl ∝ゝ 25lq213.､ 3..,/
日也立ま 1-れ S亡⊂ 日も252eZ=t I.LClら I

tl性能半 J kgmt 33% 133Q=Iを,llrユY,j
支～･三･t'IE≡暮Ar皿 三5etJ二三三._与三三~__3ニ ー9
Q Cal t_Rら =王93 二亡3=

逢す萄≡L=用 tた巳迄歩E銀 .王か ･てあ,乙9･-:
･3千の角遭変●は支点在tzr.こm l_/&とすると.

LL･弓lTlLl -1}チ7I/I抄

て淡めらrtる.角まとえ仔存僻から

U/=I/LVu

このこき投影連生正 三.q会される.二の矢わらiSETの

支灯の周 りの坑炊 事Tを淡軌 丈に/N..1〟/Jなろl鵜

併式を用いてAが得ろLしろ.阿られたはむf:<のqH

酌5庁.こ示す.これらの甘 .ミ夫 非々 常-=良し一五t･京

している.これらの伝の折挺.上,〟,"及び/のEg泣訴
鐙の世事を考え凸ときには1,<以下である.

上の方法'=上ってまめたAと軌跡 こ述べ'=Tl差を附

加して己搭e)変化から洩めたAとI.R をJrして-負

して1.ち.しかし上の方蓋の万がfIEZb.良いので.そ

れ･二二る垣を平等lして,刀こ斉上巳也のlZtぴhとして

I--33978 kgm'

-̂25668 cm

i/持た.

四三の丸亀火茶の観 に町する捗だ虫禄の輔 .まaL

l

f-
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Ji上◆二lL′,芹Ah･この方分で加遭きたてしろことセ

京L{.ll. このT.分と旺大したものカRtの′l曲桧

I:あこ.

図5 1 eF71RZ+. JI 迂よ,
C ba通al

この佐相の脚 から,frワ--故印も奇特rulでの迎産

Jー淡め,悦blI=由rZにしたものか同国Bの乱虻曲技IC

:h乙.吏lこJJ曲ほの缶部の棚引から加速ま曲快CJL79

i r'.I即IL■九節 がEi也からALLtも咋SIセ7)-,し.
こ｢ 'もろ'=.三五.逸文は0と̀考えちtLる｡元1辻狂を

爪.=' 1F九か焦iFの面前ILSとすれIi.E3包内の内

圧L'.ニ

p-〝けIS

てまめr-)たち.Jl色火玉の緒含.日払FJsのガスLf.まJL
研 て1' Tl荘PJJZとqH言ttる.措見uスにより井

九lこ対して対してたされた仕事 tl′は

･可p,nI-≡":;sJ̀l-≡"･aJL/
LqL.l'け臼EizF勺相 .

JlJに沸丸の拶批JL

たる式て政位収介して決めると.541日ouLとなる｡

-1..J第九のZERェよル･f-,1,'lIVIは 5Sl3JolJlと

たり.よいIQ を,7;した.従って.EZ)与のC曲SLは2

皮の3号rrL.魚介のほ作をへたにも拘らずまで妥当なもの

と見て良い.

4▲半裁白極による斗力)支

弁■-eむ 'JZ動 ･らPI=仝見残的古jLA,･r-01三占
xの7g'=エ*̂ ･■-Eと.劫九の巧た ネオ/'･r一㌧

7,ZtI-EI〝lLL.0)和であ/J.J3ち

0-E(1+∫/JIILf)



とたる
.
Zglの7'/のfZltセ0三十ハ
エE-.
VgF･
'

一fO<JP)であるカ73

0-I?.
(1-cotN)

但し.I?,=JIql'十
JJ州

前記のJの拡句t佃､ちと,
0
､p
t池9氏】つ.
b与

から

0=61069(1-ぐ〇･
g)ぐ.ll

日払の黒放免か瓜.二より,性能一二美化7)̂ ろことb'L-=
してL/Jl1.

手6 Llt孔=りのガス洩れち世事

rl耳紀 ヰ隻5713DE)
T三ヾT zt,g± JZ,6号7書にて七tI

JEb に J_･ _ 毛 it あ り

究Il書手 〃 発qt書 0

1 41王JJ 2 相'CT′

とたる●

3輔の軒▲こ対するOJL入れて0/Z求め1)も=.読5

のJI I折 にJT:した灯せ柑ろ.喋記ふホI･+'-.t.≠也

火米の兜Rgt).95かALi:.牧ダイナ･1THll.Ir… り【.

IhtT1̀i.孜でAIJミ(J lと ?‥もLJlg(JLll J) -
9似 a]g(J G5)(J は浪gL比n)であ心から,0-工

はカネネJ>ギーの無色火,BtllT.I,稔ダイナーイtで

三三,～.TヾT で 203,～-】1.:クエとな7-

E也と-書棚 と考え.作R払又としてのAIP_
生成ガスカ.Ⅶ ス件のREEナーこ従うとすEt.こ,その裁迩
Iま

--1-(1.) T- I
-CまめらIlる.但しL.三庄屯比てある.四つ▲こ末lこよ

り占められろ井絹 を tCq とし,ガス.･D比無比 Tな

日 とすると.rI113.3ガとたる.Tb･上記の比事より
高いのは.Tを大きくZ:り蓋ぎたとも考えらLLろま,

缶▲二は兼のTT訪1ネルギーのtEe:セil入すむとよい.
山兼好j:に.tltは.帝CE抱の円仁tk托qJユネノーヤ
ー0と.は鞘のrf効エネルギー F'-J'/.T-▲(計好
Gl)とのmlには,kJ;m 榊Jで OE-1C+C:7FliるTFr
Ⅷ Ln恥)I.bる■)｡F､はLEJa比tn大の柏倉･こ伊兜ガ

スの成す仕事Lkな瓜昧し.は兄エネル+'-のLでlLく

は兄温血'J'.にも比価ナる.こLtに上ILは.Jh也火V

の如く7..の既いものでは,075-･放くuろことカ粍解

される.

りは前記ta安の抱に,ガス洩it,LJj狭 .封九丈のZE

伝lqiR等七考え出空想61である.訂九に.i血はm中火
巧む話すため,中蛸 に沿い,T3/′の札か見違して

いる.モb(℡官を用い1.:ときのこの孔からのガスT恥 ･

の捗 をLlペるI=S'.孔にゴム捜せ畑 した場合三.せ

瓜租余と.各6究貰身棚 Jzした轄町 エJh .=示すtL]

(I11蓋Il題められ血｡Ed九に,讃1の¢二の包.上.

30

5●(1' 15'∝′

I5lLil' A i5'C=J

I5'【冶′ 8 15lcも′

)5'01′ 1O I5'olr

It'15' 12 15'co′

竿 tl 15'C(' 平 だJ l5'C4'

tntlbl藍 78′ e5≠叫差 2.8′

5 捻 桔

当所の封土E:也の祐樹g=JL,附加せきJこ上る吉描7T
化'こよ7Jb法王ひ FJLtTは 放 資カJラ.こ上る3EtfF

折の二tIま,ここつ.=よめ,両軸'L誤蓋等二表内で-ます
もことIL示し!こ.輔.二鳥色火取の格合.91九九掛 だ

五･官折さJt.也髄 rLICORB;皇女でbろここJJL

舗 さiLた.

iた浅L)らilたま月氏の回)の吉子の8埋ま革J/_/

用い,31の顎.こ対す,dJエス/-ftLPを決め.こLlと

淫芳土i,キ ー亡の四鼠 こついて考某した.

労t3日抱.i,はカX晩EIとして,空現巴■王よい.-/.,

塩今によりフレの内Cは班少する｡

文 献

1) Cumビ､ P'oceLhConAl,I," AppLIL･dChemか
lry.25.209(Z912)

2) lV TA)Eo-nrt(IG lE∝rli T'art'FATSc､

28. 41(193ニ

1') 四tt唯-1 ｢火我乍_F井出tL転 昭17年
i)JT8〉lor -mlOn8tlOnlnCond'nJヾdE叩】ol
Sl､亡S OxfordAtIkeCILr亡nJ｡nPTrSt,(E一二)

さ) 山水だ.せ ｢-E3火窮字｣
b) JTzll]or帥lJ.H Cook I So Tn王tr26,

-亡亡 IOl.I.
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